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指 標 区分 現状値 目標値 説 明 

住民同士のつながりを

大切にしようと思う意

識 

継続 59％ 65％ 市民意識調査において、住民同士のつな

がりが必要かという問について「そう思

う」と回答した割合です。 

 

近所の困りごとに協力

しようと思う意識 

継続 45％ 50％ 市民意識調査において、近所からの困り

ごとに協力するかという問について「そ

う思う」と回答した割合です。 

 

地域で住民同士の気づ

かいができていると思

う意識 

新規 － －（※） 市民意識調査において、地域で住民同士

の気づかいができているかという問につ

いて「そう思う」「どちらかといえばそう

思う」と回答した割合です。 

地域で交流・ふれあい

ができていると思う意

識 

新規 － －（※） 市民意識調査において、地域で交流・ふ

れあいができているかという問について

「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と回答した割合です。 

（※）平成２８年度実施予定の市民意識調査の結果を見て、目標値を設定します。 

 

 

 



 

視 点 項 目 手 段 

１ 住民の視点 計画の周知度、市民意識調査の結果、

行政・社会福祉関係団体等に対する要

望など 

市民意識調査、市民活動に

対するヒアリング調査など 

２ 行政の視点 個別計画等における施策の推進 個別計画における進捗調査

など 

 

３ 社会福祉関係団

体の視点 

社会福祉法人の地域貢献事業、福祉施

設と地域との連携状況など 

アンケート調査、ヒアリン

グ調査など 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

地域づくりって何だろう？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域づくりは誰がするの？ 

地域づくりには資格や能力が必要ですか？

誰がするの？ 

地域づくりって特定の人たちがやっているの？ 

問 

問 

問 

支える人も、支えられる人もお互いが喜びを感じながら生活す

る地域が求められています。高齢者が増え、地域で活躍を期待す

る若者は減少しています。また、税収の大幅な増加を見込むのは

厳しく、こうした状況の中、行政だけで地域を支えていくことは

困難になっています。多種多様な住民のニーズに応え、地域のみ

んなが快適に暮らしていくためには、支え合いの精神のもと、住

民が地域づくりに参加することが不可欠です。 

地域づくりに参加するのに、何か特別な資格や能力は必要ありま

せん。どんな人でも好きなこと、得意なことや強みがあるはずです。

まずは自分が興味のある分野で地域に参加してみてはいかがでし

ょうか？ 

 

現在、佐倉市の地域づくりには、地域まちづくり協議会、地区

社会福祉協議会、自治会・町内会、NPO 法人、ボランティア団

体等多くの方々が参加しています。また、これらの団体等に属し

ていなくても、個人で隣近所との支えあい・助け合いを実践して

いる人もいます。こうした活動を行う人々や、地域づくりを行っ

ている団体等に参加する人が増えれば、また、新たに活動を立ち

上げる団体等が増えれば、地域の交流活動が活発になり、生きが

いや、やりがいを感じる行事やイベントも増えるのではないでし

ょうか。 
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